
わ
が
国
は
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
災
害
の
発
生
に

よ
り
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
き
た
。
ま
た
、
近
年

に
お
い
て
は
、
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
な
ど
の
大
規
模
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
わ
が
国
の
状
況
に
お
い
て
は
、
災
害

発
生
の
都
度
、
長
期
間
を
か
け
て
復
旧
・
復
興
を
図

る
と
い
う
事
後
対
策
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
平
時
か

ら
大
規
模
自
然
災
害
等
に
対
す
る
「
事
前
防
災
」
の

対
策
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
最
悪
の
事
態
を

念
頭
に
置
き
、
国
土
政
策
・
産
業
政
策
も
含
め
た
総

合
的
な
対
応
を
「
国
家
百
年
の
大
計
」
と
し
て
行
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
政
府
で
は
、
い
か
な
る
災
害
等
が
発

生
し
よ
う
と
も
、
�
人
命
の
保
護
が
最
大
限
図
ら
れ

る
こ
と
、
�
国
家
お
よ
び
社
会
の
重
要
な
機
能
が
致

命
的
な
障
害
を
受
け
ず
維
持
さ
れ
る
こ
と
、
�
国
民

の
財
産
お
よ
び
公
共
施
設
に
か
か
る
被
害
の
最
小
化
、

�
迅
速
な
復
旧
・
復
興
を
基
本
目
標
と
し
て
、「
強

さ
」
と
「
し
な
や
か
さ
」
を
持
っ
た
安
全
・
安
心
な

国
土
・
地
域
・
経
済
社
会
を
構
築
す
る
「
国
土
強
靱

化（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）」
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
、

平
時
に
も
非
常
時
に
も
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
、
民

間
の
取
り
組
み
を
促
進
す
る
こ
と
な
ど
を
基
本
的
な

方
針
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
を
見
据
え
た
う
え
で
、

最
悪
の
事
態
に
陥
る
こ
と
を
避
け
ら
れ
る
行
政
機
能
、

地
域
社
会
、
地
域
経
済
を
事
前
に
つ
く
り
あ
げ
る
取

り
組
み
で
あ
る
「
国
土
強
靱
化
」
の
最
近
の
動
向
を
、

本
稿
に
お
い
て
紹
介
す
る
。

国
土
強
靱
化
基
本
計
画

２
０
１
３
年
に
「
強
く
し
な
や
か
な
国
民
生
活
の

実
現
を
図
る
た
め
の
防
災
・
減
災
等
に
資
す
る
国
土

強
靱
化
基
本
法
」（
以
下
、
法
）が
公
布
・
施
行
さ
れ

た
。
こ
の
法
は
、
国
土
強
靱
化
に
関
す
る
基
本
理
念

や
基
本
方
針
、
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
・
国
土
強
靱

化
地
域
計
画
の
策
定
や
国
土
強
靱
化
推
進
本
部
の
設

置
等
に
つ
い
て
も
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

法
第
１０
条
第
１
項
に
基
づ
き
、
２
０
１
４
年
に
国

土
強
靱
化
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
国

土
強
靱
化
基
本
計
画
に
は
、
基
本
理
念
に
基
づ
く
国

土
強
靱
化
の
基
本
的
な
考
え
方
に
加
え
、
法
に
基
づ

き
行
わ
れ
た
脆
弱
性
評
価
の
結
果
、
１２
の
個
別
施
策

分
野
お
よ
び
５
の
横
断
的
分
野
な
ら
び
に
４５
の
最
悪

の
事
態
に
か
か
る
国
土
強
靱
化
の
推
進
方
針
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。

国
土
強
靱
化
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
た
後
、
約
５

年
が
経
過
し
、
そ
の
間
得
ら
れ
た
災
害
か
ら
の
教
訓

や
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
２
０
１
８
年
１２
月

に
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
を
見
直
し
た
。
具
体
的
に

宮
崎
祥
一

み
や
ざ
き

し
ょ
う
い
ち

わ
が
国
の
国
土
強
靱
化
に
向
け
た
取
り
組
み

内
閣
官
房
国
土
強
靱
化
推
進
室
内
閣
審
議
官
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は
、「
平
成
２８
年（
２
０
１
６
年
）熊
本
地
震
」
に
お

け
る
長
期
避
難
者
の
健
康
悪
化
を
踏
ま
え
た
避
難
所

の
衛
生
環
境
の
確
保
、「
平
成
３０
年
７
月
豪
雨
」
を

踏
ま
え
た
避
難
の
実
効
性
を
高
め
る
防
災
意
識
の
啓

発
、「
平
成
３０
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
」
を
踏
ま

え
た
災
害
時
に
お
け
る
非
常
電
源
設
備
の
確
保
等
を

推
進
方
針
に
追
加
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報

通
信
技
術
）を
活
用
し
た
国
土
強
靱
化
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え

た
知
見
を
反
映
さ
せ
た
。

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の

３
か
年
緊
急
対
策

２
０
１
８
年
に
「
平
成
３０
年
７
月
豪
雨
」「
平
成

３０
年
台
風
第
２１
号
」「
平
成
３０
年
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
」
等
に
よ
り
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
、
ま

た
、
上
水
道
の
長
期
断
水
や
関
西
国
際
空
港
の
浸
水

被
害
、
北
海
道
で
の
大
規
模
停
電
等
、
重
要
イ
ン
フ

ラ
の
機
能
に
支
障
を
来
す
な
ど
に
よ
り
国
民
経
済
や

国
民
生
活
に
多
大
な
影
響
が
発
生
し
た
。
こ
れ
ら
の

災
害
を
受
け
、
政
府
に
お
い
て
は
、
国
民
の
生
命
を

守
り
、
電
力
や
水
道
、
空
港
を
は
じ
め
と
し
た
国
民

経
済
・
生
活
を
支
え
る
各
種
重
要
イ
ン
フ
ラ
が
、
あ

ら
ゆ
る
災
害
に
対
し
て
そ
の
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ

う
、
１
３
２
項
目
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
の
緊
急
点
検
を

実
施
し
、
そ
の
点
検
結
果
等
を
踏
ま
え
て
、
２
０
１

８
年
１２
月
に
、
特
に
緊
急
に
実
施
す
べ
き
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
対
策
を
２
０
２
０
年
度
ま
で
の
期
間
で
集
中

的
に
実
施
す
る
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た

め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」
を
決
定
し
た
。

国
土
強
靱
化
関
連
予
算

昨
年
発
生
し
た
「
令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
」

「
令
和
元
年
東
日
本
台
風
」
等
の
被
害
を
踏
ま
え
、

２
０
１
９
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
約
１
・
２
兆
円

の
国
土
強
靱
化
関
係
予
算
を
計
上
し
、
河
道
掘
削
や

堤
防
強
化
等
の
水
害
対
策
を
中
心
に
、
さ
ら
に
国
土

強
靱
化
の
取
り
組
み
を
強
化
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
度
の
予
算
案
に
お
い
て
は
、

約
４
・
１
兆
円
の
国
土
強
靱
化
関
係
予
算（
３
か
年

緊
急
対
策
分
を
除
く
）、
約
１
・
１
兆
円
の
国
土
強

靱
化
関
係
予
算（
３
か
年
緊
急
対
策
分
）を
計
上
し
、

国
土
強
靱
化
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
建
物
の
大
規
模

倒
壊
の
発
生
回
避
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
上
水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
機
能
停
止

の
回
避
な
ど
と
い
っ
た
府
省
庁
横
断
的
な
国
土
強
靱

化
の
取
り
組
み
を
重
点
的
・
効
果
的
に
推
進
す
る
と

と
も
に
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３

か
年
緊
急
対
策
」
を
集
中
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

地
方
公
共
団
体
・
民
間
企
業
に
よ
る

国
土
強
靱
化
の
取
り
組
み

国
土
強
靱
化
を
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、

国
の
み
な
ら
ず
地
方
公
共
団
体
や
民
間
事
業
者
を
含

め
、
関
係
者
が
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
。

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
国
土
強
靱
化
地
域

計
画
の
策
定
お
よ
び
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
に
基
づ

く
取
り
組
み
等
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
２
０
２
０
年

３
月
１
日
現
在
、
全
国
１
７
４
１
団
体
の
う
ち
、
国

土
強
靱
化
地
域
計
画
を
策
定
し
た
地
方
公
共
団
体
は

１
８
４
団
体
、
策
定
中（
予
定
含
む
）の
地
方
公
共
団

体
は
１
１
７
１
団
体
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
に
お
い

て
は
、
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
の
策
定
促
進
を
図
る

た
め
、
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
策
定
・
充
実
、
内
閣
官
房
の
職
員
が
地
方
公
共
団

体
へ
直
接
出
向
い
て
行
う
説
明
会（
出
前
講
座
）の
積

極
的
な
実
施
、
地
方
公
共
団
体
が
国
土
強
靱
化
地
域

計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
取
り
組
み
に
対
す
る
関
係

府
省
庁
所
管
の
交
付
金
・
補
助
金
に
よ
る
支
援
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
民
間
企
業
に
お
い
て
は
、
大
規
模
災
害
等

に
備
え
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）の
策
定
と
運
用

等
、
事
業
継
続
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
政
府

に
お
い
て
は
、
民
間
主
体
に
よ
る
国
土
強
靱
化
の
取

り
組
み
の
促
進
を
図
る
た
め
、
国
土
強
靱
化
に
関
し

て
、
各
府
省
庁
や
都
道
府
県
が
講
じ
て
い
る
代
表
的

な
施
策
に
つ
い
て
施
策
分
野
や
ニ
ー
ズ
ご
と
に
取
り

ま
と
め
、
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
民
間
の
取
り
組
み

促
進
施
策
集
と
し
て
公
開
し
て
い
る
。

今
後
も
、
オ
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
で
国
土
強
靱
化
を

強
力
に
進
め
、
国
家
百
年
の
大
計
と
し
て
、
災
害
に

屈
し
な
い
「
強
さ
と
し
な
や
か
さ
」
を
備
え
た
国
土

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

経
団
連
お
よ
び
会
員
企
業
の
皆
様
の
こ
れ
ま
で
の

ご
尽
力
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
ご

理
解
・
ご
協
力
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。
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